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排出削減実績報告書 
排出削減事業の名称： 

東京大学東京大学東京大学東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクトサステイナブルキャンパスプロジェクトサステイナブルキャンパスプロジェクトサステイナブルキャンパスプロジェクト    

－－－－病院冷凍機更新病院冷凍機更新病院冷凍機更新病院冷凍機更新によるによるによるによる CO2CO2CO2CO2削減対策削減対策削減対策削減対策－－－－ 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排 出 削 減 事 業 者 名 ：東京大学      

排出削減事業共同実施者名：株式会社ローソン  

そ の 他 関 連 事 業 者 名 ：        



 

冷温水槽1
2,526m 3

温水槽
391m3

蒸気吸収式
冷凍機1
800RT

蒸気吸収式
冷凍機2
800RT

ターボ
冷凍機
1000RT

ボイラー1
12t/h

冷水槽
393m3

冷温水槽2
2,230m3

スクリュー
冷凍機2
800RT

ボイラー2
12t/h

冷温水槽2は
季節によって切替
冷水槽  5月　～　10月

温水槽 11月　～　 4月

中央診療棟Ⅰ

17,402㎡

中央診療棟Ⅱ

36,195㎡

外来診療棟

23,400㎡

病棟(入院棟)

65,831㎡

設備管理棟

4,385㎡

スクリュー
冷凍機1
800RT

1 排出削減事業者の情報 

排出削減事業者 

会社名 国立大学法人 東京大学 

排出削減事業を実施する事業所 ） 

事業所名 東京大学医学部附属病院 

住所 東京都文京区本郷７－３－１ 

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者） 

排出削減事業共同実施者名 株式会社 ローソン  

 

2 排出削減活動の概要 

2.1 排出削減事業の名称 

東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクト －病院冷凍機更新による CO2削減対策－ 

 

2.2 排出削減事業の目的 

東京大学は、従来から有している知的資源を生かし、研究と教育の活性化を図りつつサステイナブル

なキャンパスの実現に向けて、東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクトとして先導的な試みを

実践することによって、サステイナブルな社会の実現への道筋を示す。その中で、今日の地球温暖化問

題への対応の緊急性、困難性と大学が先導的役割を果たす必要性の高さから、温室効果ガス排出削減に

よる低炭素キャンパス作りを当面の最優先課題として取り組む。この取組みを通して、持続可能な炭素

社会を目指すわが国のモデルケースを教育機関として実現し、国内外の大学間のネットワークを通じて

これらの試みを世界的な大学の動きにつなげていくと共に、その動きを社会へと波及させていく。また

社会における低炭素型技術と対策の普及をリードすることによって、低炭素社会実現に向けて経済的な

波及効果をもたらすことをめざす。 

 

2.3 温室効果ガス排出量の削減方法 

本事業では、東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクトの一環として、東京大学医学部附属病

院において、冷凍機の更新による省エネルギー対策を行う。 

現在、5台の冷凍機と 2台のボイラーで病院内の冷温水を供給(図１)しており、このうち 1台のスクリ

ュー冷凍機を高効率の熱回収ターボ冷凍機に更新する。従来の冷凍機は冷水のみの供給であるが、更新

後の熱回収ターボ冷凍機は冷水と温水の供給が可能である。従って、更新前にボイラーで供給していた

熱の一部を熱回収ターボ冷凍機が供給することができ、さらなる省エネをはかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 冷温水の給状況 



 

2.4 国内クレジット認証要件の確認 

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか ■はい 

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定されているか ■はい 

 

2.5 承認排出削減事業計画からの変更項目 

購入電力の炭素排出係数を、全電源方式から移行限界電源方式へ変更。 

（第一回目の実績報告において本変更内容を報告済み） 

 

 

 

3 排出削減活動期間 

3.1 プロジェクト開始日 

2009年 1月 20日 

 

3.2 モニタリング対象期間 

（本報告における実績報告期間） 

2012年 4月 1日 ～2013年 3月 31日 

 

 

 

4 温室効果ガス排出削減量 

4.1 採用した排出削減方法論の情報 

方法論番号方法論番号方法論番号方法論番号    方法論名称方法論名称方法論名称方法論名称    

002-A ヒートポンプの導入による熱源機器の更新（熱回収型ヒートポンプ） 

 

4.2 活動量 

4.2.1 活動量・原単位 

     排出削減事業計画において記載無し    

4.2.2 活動量の採用根拠 

排出削減事業計画において記載無し 

 

4.3 事業の範囲（バウンダリー） 

更新される熱源設備及び熱回収型ヒートポンプから冷水･温水の供給を受ける設備。 
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6 排出削減量の計算 

 

6.1 事業実施後排出量 

 

活動量活動量活動量活動量    単位発熱量単位発熱量単位発熱量単位発熱量    排出係数排出係数排出係数排出係数    CO2CO2CO2CO2 排出量排出量排出量排出量    

2,552,120 － 0.0001170 1,094.9 

EMPj 1,094.9 

 

EMPj＝ELPj × CFelectricity × 44/12 

  ＝2,552,120(kWh/期間) × 0.0001170(tC/kWh) × 44/12 ＝ 1,094.9(tonCO2/期間) 

 

 

6.2 ベースライン排出量 

活動量活動量活動量活動量    単位発熱量単位発熱量単位発熱量単位発熱量    排出係数排出係数排出係数排出係数    CO2CO2CO2CO2 排出量排出量排出量排出量    

冷水熱量 34,085.1    

温水熱量 18,312.3    

電力量 5,289,432.0  0.0001170 2,269.2 

都市ガス 480,890.2 0.0448 0.01382 1,091.7 

EMBL 3,360.9 

 

ELBL_c＝QPj_c ÷ (εBL_c × 3.6 × 10-3)･･･電力量 

＝34,085.1(GJ/期間) ÷ (1.79 × 3.6 × 10-3) ＝ 5,289,432.0(kWh/期間) 

 

Ffuel,BL_h ＝ QPj_h ÷ (εBL_h × HVfuel,i,BL)  

 ＝18,312.3(GJ/期間)÷(0.85×0.0448(GJ/nm3))＝480,890.2(nm3/期間) 

 

以上より、それぞれのベースライン排出量は以下のようになる。 

 EMBL_c ＝ ELBL_c × CFelectricity × 44/12 

       ＝ 5,289,432.0(kWh/期間) × 0.0001170(tC/kWh) × 44/12 

       ＝ 2,269.2(tonCO2/期間) 

 

EMBL_h ＝ Ffuel,BL_h × HVfuel,i,BL × CFfuel,I × 44/12 

 ＝ 480,890.2(nm3/期間) × 0.0448(GJ/nm3) × 0.01382(tC/nm3) × 44/12 

 ＝ 1,091.7(tonCO2/期間) 

 

よって、合計のベースライン排出量は以下のようになる。 

EMBL ＝ EMBL_c ＋ EMBL_h 

      ＝ 2,269.2(tonCO2/期間) ＋ 1,091.7(tonCO2/期間) 

      ＝ 3,360.9(tonCO2/期間)    

 

 

6.3 リーケージ排出量 

 LE ＝ 0 

 

 

 

 



6.4 温室効果ガス排出削減量 

項目項目項目項目    記号記号記号記号    CO2CO2CO2CO2 排出量排出量排出量排出量    

ベースライン排出量    (7.2) EMBL 3,360.9 

事業実施後排出量    (7.1) EMPj 1,094.9 

リーケージ排出量    (7.3) LE 0 

温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出削減量排出削減量排出削減量排出削減量        ERERERER    2,266.0    

 

ER ＝ EMBL – (EMpj ＋ LE) 

   ＝ 3,360.9(tonCO2/期間)－(1,094.9(tonCO2/期間) ＋ ０) 

   ＝ 2,266.0(tonCO2/期間) 

 

→小数点以下切り捨てにより、排出削減量 ER ＝ 2,266(tonCO2/期間)
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